
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 土  

２ 日  

３ 月 ネイルチェックデー 

プール開き 

４ 火  

５ 水  

６ 木  

７ 金 お泊まり保育 １日目（ぎんが） 

８ 土 お泊まり保育 ２日目（ぎんが） 

９ 日  

１０ 月  

１１ 火  

１２ 水 音楽教室（ちきゅう・たいよう・ぎんが） 

１３ 木  

１４ 金 太陽が丘プール（ぎんが） 

１５ 土  

１６ 日  

１７ 月 海の日 

１８ 火  

１９ 水  

２０ 木  

２１ 金 誕生会 

２２ 土  

２３ 日  

２４ 月  

２５ 火 避難訓練 

２６ 水  

２７ 木  

２８ 金  

２９ 土  

３０ 日  

３１ 月  

令和５年７月１日 

園長 宇野 智子 

              ～キーマンは すぐ近くに～ 

 7 月に入り、いよいよプール開きです。ぼうけん広場には、大きなプールが設置され、子ども

たちの歓声が響きわたることでしょう。多くの子が楽しみにしている中、「どうも、水は苦手。

プールはちょっと・・・」という子もいます。この子たちが、これからの 2 か月を経て、どれく

らい「プール大好き！」になってくれるか、楽しみです。水遊びは好きだけれど、顔に水がかか

ることに対して抵抗が強い子はプールを嫌がることがあります。心当たりあるでしょう？頭を

洗う時に苦労するのは、お湯が顔にかかるからに他なりません。水への抵抗を克服するのに大

きなカギとなるのが、「おともだち」です。2 歳児クラスの保育者の一人が、子どもたちの様子

について報告してくれた中に、興味深いものがありました。普段からワイルドに遊ぶ 2 人の子

が、すすんで自らの顔や頭に水をかけまくり、キャーキャーと遊び始めると、その様子に触発さ

れてか、いつもは、ちょっとでも水がかかると嫌がっていた子たちの心の中に、「おもしろそう、

自分もやってみようかな」という変化が生じ、何人もの子が、真似をし始め、水が大丈夫になっ

たというのです。子どもたちは、子どもたちの世界の中で、互いに刺激し合って成長していると

いうことであり、集団であることで高め合うことができた一つの事例といえます。学年が上が

るに連れて、この傾向は大きいですが、０歳児であってもです。園生活の中にある様々な場面や

活動を通して、互いに刺激し合い、高め合える関係性を構築していきたいと考えます。                 

まきしまひいらぎえんだより 

♦行事予定♦ 

今月の目標 

し ず く    保育者と一緒に、水遊びや沐浴を通して水に触れて遊ぶことを楽しむ。 

う み    夏ならではの遊びを通して、水の心地よさを感じたり様々な素材に触れたりして楽しむ。 

そ ら    保育者に援助されながら、衣服の着脱をやってみようとする。 

        水や泥・プール遊びを通して、夏ならではの遊びを楽しむ。 

ちきゅう    生き物や栽培物に興味を持ち、見たり触れたりしようとする。 

        プール遊びの約束事を知り、楽しみながら守ろうとする。 

たいよう    夏の生活の仕方を知り、自ら水分補給や休息をとろうとする。 

        約束を守って、友達や保育者とプール遊びを楽しむ。 

ぎ ん が    夏の生活を身につけ、自ら水分補給を意識して健康に過ごせるようにする。 

        お泊まり保育を通して、身の回りのことを自ら行い、友達と協力して活動する楽しさを味わう。 

今月の歌 

♪し ず く「きらきら星」 

「手をたたきましょう」 

♪う み「水あそび」 

「やさいのうた」 

♪そ ら「三ツ矢サイダー」 

「ゴリラのうた」 

♪ちきゅう「どんな色が好き」 

「たなばたさま」 

♪たいよう「手のひらを太陽に」 

「たなばたさま」 

♪ぎ ん が「青い空に絵をかこう」 

      「ジンギスカン」 

  URL  https://shingekai.jp    

ホームページからブログを見ることができます。 

 

      ８月の主な予定       

  10日（木）～１６日（水） 特別保育期間 

※お弁当をご持参ください。 

                 どろんこを満喫 

 私が好きな絵本に「どろんここぶた」（作：アーノルド・ローベル）というお話があります。先

日、ぎんが組の子どもたちが、保護者の方のご厚意によって、田んぼの中に入るという体験をさ

せていただきました。もちろん、私もです。まさに、どろんここぶたの気持ちを実感しました。

何とも言えないにゅるっとした感触がだんだんクセになっていき、足を取られてひっくり返りそ

うになるのを、全身の筋肉を総動員して阻止するスリリング。「楽しい！」の一言です。子どもた

ちは、苗を少しずつ小分けにして、植えていきました。本来なら、等間隔にしかも列に沿って植

えなければならないので、5 歳児にはかなりハードルが高い作業 

となるところを、「気にせず 自由にやってくれたらいいよ」と 

言ってくださったので、お言葉に甘えて、思い切り自由な田植え 

となり、子どもたちは、のびのび、田んぼの中を縦横無尽に走りま 

まわって、楽しんでいました（一応、植えた所を踏まないように気 

気をつけつつ・・）。今後は、稲の成長を観察し、稲刈りをさせ 

               ていただく計画も進行中です。 

               翌週には、これまた地域の方の 

               ご厚意により、機械を使った田植えを見学させて頂きました。 

               機械が、すごい速さでしかもきれいにどんどん植えていく様子 

  を自分たちが体験した田植えと 

比べ、子どもたちなりに多くの事 

に気づいたようです。毎年、四季折々に、他ではできないような体 

験をさせていただけることに、とにかく感謝の気持ちでいっぱいで 

す。本園が多くの方々に応援してもらっていることを、実感します。 

田植えの後、園に戻って、シャワーで足や体の泥を洗い流したあと 

子どもたちが使った足ふき用のタオル。これもやっぱり保護者さん 

に寄付していただいたものです。皆さん、本当にありがとうございます。   （園長 宇野） 

 

地域の方々、保護者の方々の 

 

 

            

 

 

 

 先日（6 月 22 日）久御山町佐山の町道において、4 歳児の男児が通行車両と衝突する事故が発生したとの連絡が

ありました。本園でも、駐車場内で度々、危険な場面を目にします。玄関に啓発のチラシを掲示いたしますので、

ご一読下さい。 

https://shingekai.jp/

